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能登支部 新年学術研修会
学びと研鑚の一日

　列島が寒波に襲われた平成29年１月15日

（日）、七尾市の能登食祭市場にて能登支部新年

学術研修会が行われ、30名の会員が参加しま

した。

　研修会は山田俊志支部

長と堂本義邦副会長の挨

拶で始まり、第一部の能

登和倉万葉の里マラソン

のケア・サポート研修で

は、濱亮輔会員がストレ

ッチの実演を行いました。

その中で濱会員は「この

大会ではスタート前にも

たくさんの選手がブース

に来られますが、スター

ト前にストレッチをやり

すぎて筋肉が弛緩すると、

支部だより

逆に実力を100パーセ

ント発揮できない場合も

ありますので、よく選手

の状態を確認してくださ

い」と呼び掛けました。

　第二部の保険講習会で

は、西川典孝保険部長が

会員からの質問に丁寧に

答えていました。

能登支部 第２回委員会
ケア活動にも一層の進化を！

　平成29年１月15日（日）、能登支部委員会が

能登食祭市場にて開催され、２か月後に迫った

「能登和倉万葉の里マラソン」について最終打ち

合わせを行いました。

　能登支部では毎年「猿鬼歩こう走ろう健康大

会」と「能登和倉万葉の里マラソン」、二つの大

会でケア・ボランティア活動を行っています。

「猿鬼歩こう走ろう健康大会」では13年間に亘

りケアを続けており、「能登和倉万葉の里マラ
山田支部長（上）と堂本副会長
の挨拶で研修会がスタート。
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選手の状態を見極めながらケアすることが大事と濱会員。

能登和倉万葉の里マラソンを前に 30 名が参加。 支部委員の皆さん。

会員の質問に答える
西川保険部長。

能登和倉万葉の里マラソンの最終打ち合わせを行う。
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ソン」では2010年の初開催から７大会で延べ

3595名のランナーにケアを行いました。これ

まで事故やトラブルは一件もありませんが、参

加するランナーが増えるにつれ、ストレッチや

アイシング、テーピングなどケアブースで求め

られるものが多様化していると感じます。

　今後もランナーの皆さんが安心してケアを受

けられる安全なブースを目指して、活動を行い

たいと思います。

金沢北＆南支部合同 保険講習会・新春懇親会
今年も明るく！笑い飛ばして福を呼ぼう!!
　平成29年１月22日（日）午後２時30分から、

ホテル金沢４階エメラルドを会場に開催されま

した。

　保険講習会
　金沢北支部67名・金沢南支部51名の会員が

参加。講師の西川典孝保険部長より、柔道整復

療養費と医師への紹介状

の書き方について詳しい

説明がなされました。

　新春懇親会
　金沢北支部43名・金沢南支部31名の会員が

参加しました。

　西川典孝金沢南支部長の挨拶の後、嶋谷清会

長、碓井貞成北信越柔整

専門学校校長、田中博人

本会顧問からお言葉を頂

き、西徹夫本会顧問弁護

士による乾杯のご発声で

開宴。皆さんよほど喉が

渇いていたとみえて、冷

えたビールを一気に喉に

流し込むと乾杯から10

分足らずで会は最高潮に。

　暗い世相に首を垂れる

会員は一人もなく、全員

が笑顔で懇親会を楽しん

でいました。「俺の頭は

なぜ薄いか。それは未来

を明るく照らすためだ」

と明るく言い放ち笑いを

取る会員もいて、まさ

しく「笑う門には福来る」。

新春にふさわしい懇親会

となりました。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

西顧問のご発声で乾杯！

じゃんけんゲームで会場もヒートアップ。

西川典孝保険部長の説明に 118 名
の会員が熱心に聞き入った。

嶋谷清会長

北信越柔整専門学校
碓井 貞成校長

田中博人本会顧問
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トピックス 

撮影はＩＴ副委員長の山田俊志会員が担当。

　「健康やわら体操」は高齢者の体力維持・増進

を目的に創られた体操で、厚生労働省の後援を

得て講習会を重ねながら普及活動を行ってきま

した。柔道の形を基本とした緩やかな動作から、

老若男女どなたでも手軽に無理なく行えるのが

特徴です。それをさらにバージョンアップさせ

た「健康やわら体操Ⅱ」では心と体を呼吸で結び

付ける「波の形・水平の形・ひねり当・納めの

呼吸運動」を取り入れて、ロコモーションシン

ドロームに対応した体操になっています。

　平成28年12月18日（日）午後１時から、柔

整会館の特設スタジオで「健康やわら体操Ⅱ」の

動画撮りを行いました。撮影はＩＴ委員が、解

説と実演のモデルは健康やわら体操普及委員６

名と、それぞれ役

割を分担して収録

を開始。はじめは

カメラを前に緊張

の面持ちでしたが

さすがベテラン柔

道選手たち、時間

とともに解説と動作がかみ合い力量感ある動画

となっています。

　今回撮影した動画は、（公社）石川県柔道整復

師会の公式ホームページからどなたでも閲覧で

きます。ぜひ健康の一助にご利用ください。

トピックス❶

「健康やわら体操Ⅱ」の動画を撮影、
ホームページにアップ

緊張がほぐれて次第に動きもダイナミックに（後列左から河村三紀、
北浦健司、丸田克幸、前列左から津田大資、木山隆久、森田淳の各会員）。

平成29年２月17日入会

寺口 智也（てらぐち ともなり）

昭和55年８月15日
北信越柔整専門学校
野々市市太平寺1丁目2番1号
てらぐち接骨院
076-246-6200
音楽鑑賞・ダーツ

生年月日
出 身 校
住　　所
接骨院名
電　　話
特技・趣味

ぜひご覧
 ください！

金沢南支部

URL  http://jyuusei-ishikawa.jp/
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　平成29年２月23日（木）午後８時30分より、

石川県柔整会館会議室において「統一ＨＰの活

用法・Facebookの利用法」の内容でＩＴ講習会

が開催されました。講師の山田俊志ＩＴ副委員長

から日整公式Facebookや日整ホームページ

の解析結果、また第６回日整全国少年柔道形競

技会ダイジェスト動画がアップから２日間で８万

回以上再生されたという報告があり、短時間で多

くの人に情報を伝えられるネットの威力に驚かさ

れました。

　その後、参加者それぞれがFacebookのアカ

ウントを作成（登録）したり、個人ページを充実さ

せたり、夜遅くまで課題に取り組みました。本会の

公式Facebookは会員にとっても有効な広報ツ

ールです。積極的に活用して頂けるよう、わかり

やすい講習会を今後も企画していきます。

　（公社）石川県柔道整復師会では県内各地で

開催されるスポーツイベントでケア・サポート活

動を行っていますが、選手の皆さんに施すケアの

内容を高いレベルで統一されたものにするため、

講習会を随時実施しています。

　平成28年10月30日（日）は羽咋市の休暇村

能登千里浜で開催され、能登支部を中心に会員

43名が参加しました。まず事業部部長・ＳＳＩ委員

長の錦川孝彦理事が「ケアボランティア活動で

の基本的な活動内容」を講習し、ＤＶＤによる「ケ

アボランティア活動の基本的なストレッチ」を

学んだあと、中田

健市学術部部長が

「ケアボランティ

ア活動の禁止事項

について」をテー

マに講習を行いま

した。

トピックス❷ トピックス❸

能登支部でＳＳＩ講習会を実施 ＩＴ講習会を開催

中田健市学術部部長

ネットの情報発信力に一同「へぇ〜っ！」

持参したタブレットで課題に取り組む。

錦川孝彦ＳＳＩ委員長
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❖３月から日整ホームページ、公式フェイスブックで各

都道府県の公益活動が紹介されるようになり、全国

で開催されるマラソン大会やスポーツ大会、トレー

ナー活動、一般公開講演会の様子を見ることができ

ます。また日整のホーページでは多彩なインフォメー

ションがされており、日々の業務や保険に関する内

容もあります。ぜひご覧ください。	 （佐藤）

❖今年度で本会役員を退任することになりました。４期

８年間、いろいろと貴重な経験をさせて頂き本当に

ありがとうございます。役員として失敗、失態ばかり

が思い出されますが感謝の気持ちでいっぱいです。

これからも、一会員として本会の何かお役に立てれ

ばと思います。

❖いい景色を見ました。ホテルを断られて泊まるとこ

ろもなく、幾つもの大きなキャリーバックを押しなが

ら歩くアメリカ帰りの見知らぬ青年に声を掛け、一

緒に食事をして自宅に泊めた酔っ払いの親爺二人。

おそらく二人にはその青年が、我が子のように映っ

たのでしょう。	 （記八馬）

❖広報部員でカラオケをする機会がありました。歌が

うまかったり意外な一面が見られて楽しかったので

すが、歌うのは70年代のフォークやニューミュージッ

クばかり。当時は「最近の若い者の歌はわからん」と

言われたものですが、今では私が、流行の歌を聞いて

「どこがいいの？」と言う方になってしまいました。

	 では一句「広報部 今年も進む 高齢化」	 （中野）

❖旧暦でみると、2017年には６月24日から閏（うる

う）五月があります。このような年は、春が早く梅雨

が長く、梅雨明けのはっきりしない暑い夏になるそ

う。そこで、梅が咲いたら外に出るよう心がけ、桜が

咲く頃から積極的に体を動かして、長い梅雨、暑い夏

に耐えうる体力を養いましょうヽ (^〇^)。以上、ＯＲＩ

さんからの情報でした。	 （木藤）

❖またやってきた、今年度最後の編集後記。５年、10年

と書き続けてきて、もう何回目なのか自分でもよく

わからなくなってしまいました。色んなことが起き

て、色んな人に出会って、色んな思いをしてきた。そ

してその都度、くたびれた脳細胞を叱咤して刺激を

与えて、なんとか原稿をひねり出してこられたこと

に自分で驚いています。	 （小松）

❖平成13年４月から16年間携わった広報部ですが、今

期を以て退任します。歴代広報部長、部員の皆様、編

集室ｅ−コミ 泉谷さんありがとうございました。楽し

い思い出ばかりです。立つ鳥跡を濁さず。	 （橋本）

❖近所にヒノキで編み笠を編む84歳の女性が住んで

います。ヒノキ細工の中でも編み笠は非常に難易度

が高く、現在、日本で編むことが出来るのは唯一彼女

だけ。小さい頃より親しんでいないと作れないとか。

彼女が引退すれば、この世からヒノキの編み笠は姿

を消して二度と手に入らなくなってしまうのです。技

術も自然と同じですね。	 （太田）

❖最近気になる言葉がある。それは、「よいしょ」「どっ

こいしょ」である。さて、外国ではどう言うのだろう

か。フランスではオップラー、ドイツはハウルッ、オラ

ンダはフップスケェー、ロシアではダヴァイ、韓国は

ウシャ！ウシャ！など。ちなみに英語にはピッタリ対応

する言葉はないそう。なぜ気になるのか？それは、最

近、よく使っているからだ。	 （湯どうふ）

❖最近患者さんと話題になったのが忘れ物のこと。鍵・

携帯・（煙草）・傘・靴下・財布・時計・上着を挙げ、覚え

易いようアナグラム式に頭文字を取って『欠け（た）

角砂糖』という言葉を思い付いた。自画自賛でさっそ

く貼り紙をしておいた。これからは患者さんも注意

して忘れないんじゃないかと思った私が、二日後に

忘れ物。短慮虚しく散る。	 （五十嵐）



公益社団法人 石川県柔道整復師会
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撮影　金沢南支部　木山 隆久会員
使用カメラ：ニコン D90
使用レンズ：AF-S NIKKOR 18㎜-300㎜
撮影：Ｐ（プログラムオート）

［能登島大橋］
1982年開通。七尾市石崎町と能登島（屏風

瀬戸）を結ぶ石川県内で最も長い橋で、穏や

かな内海に美しい曲線を描く姿は能登島の

名所となっています。

能登和倉万葉の里マラソンではスタート直

後にこの橋を通過します。5000人ほどの選

手が渡りはじめると、全長1050ｍ、高さ

24.3ｍ、幅8.4ｍのプレストレスト・コンク

リート製の橋が大きく上下に揺れ、選手たち

の高揚感が伝わってくるようです。


